
3週連続で下落も、売買交錯が続く
NY原油先物相場は、1バレル＝88～96ドル水準のレンジで売買が交錯する展開になった。3週連続で下

落したが、概ね前週の取引レンジを踏襲する展開にとどまっている。米国とイランの停戦協議が注目さ

れるが、大きな動きは報告されていない。仲介国のカタールが、米国とイランとの個別協議を行ったが、

内容は明らかにされていない。米軍が中東に3隻目の空母と最大1万人の兵士を追加派遣するとの報道で

買われる場面がみられたが、サウジアラビアなどの出荷が上向いているとの報告で売られるなど、強弱

材料が交錯した。中国が10月に入ってから石油製品の輸出を停止しているとの報道を受けて買われる場

面も見られたが、一時的な値動きにとどまっている。

主要7ヵ国（G7）は10月2日、ディーゼル燃料を中心に1億バレルの石油備蓄を4ヵ月かけて放出するこ

とで合意した。速やかに放出を開始し、特に最初の20日以内にディーゼル燃料の放出を大幅に前倒しす

ることになる。供給不足と価格高騰が深刻化しているディーゼル燃料の供給強化が目指される。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（9月25日時点）は、原油が前週比92万バレル増、ガソ

リンが168万バレル減、石油精製品が225万バレル減となった。
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【現状確認】
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供給環境改善が上値圧迫するも、中東情勢次第で不安定

2

【展望】

中東情勢に左右される不安定な地合が続く。米国とイランの

停戦協議が注目されるが、情報が乏しい。米国とイランの双

方から前向きな姿勢も報告されているが、合意に達するのか

は不透明感だ。11月3日には米中間選挙を控えているが、協

議内容が報じられた際には、突発的な乱高下を想定しておく

必要がある。

ただし、こうした停戦協議の議論とは別に、湾岸諸国からの

原油輸出は強化されている。サウジアラビアは攻撃で稼働を

停止していた東西パイプラインの復旧が進み、紅海側の港湾

都市ヤンブーから欧州向けの出荷が再開されている。また、

ホルムズ海峡のシャトル輸送も強化されており、9月の原油

輸出量は戦争勃発後の最高水準になった模様だ。イラクや

UAEなども出荷体制の強化を進めており、新たな軍事衝突の

報告が聞かれない場合には、80ドル台中盤から後半で上値の

重い展開になりやすい。

また、G7の石油備蓄放出は直ちに実施され、特にディーゼル

燃料価格が落ち着きをみせると、原油相場でも調整売りが膨

らみやすくなる。G7は既に決まった1億バレルに加えて、追

加備蓄放出の可能性も検討しているため、備蓄放出の動きが

材料視された際にも、上値の重い展開が想定される。

ただし、中東情勢は安定しているとは言い難い。イエメン武

装組織フーシ派の動きは引き続き活発であり、サウジアラビ

アの石油関連施設が大きな被害を受けると、90ドル台中盤を

試す可能性がある。また、ホルムズ海峡や紅海でタンカーに

対する攻撃などが報告された際にも、急伸するリスクがある。

強弱材料が交錯する中、前週に続いて不安定な地合が続きや

すい。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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